
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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商
談
の
終
わ
り
て
見
れ
ば
ウ
イ
ン
ド
に

小
さ
き
ツ
リ
ー
の
赤
き
点
滅
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

枯
葉
舞
う
午
後
の
明
る
き
公
園
に

や
わ
ら
か
な
孫
の
手
を
と
り
て
く
る
　
　
　
　
辻
　
　
田
子
　
千
代

花
好
き
の
母
の
植
え
た
る
コ
ブ
シ
の
木

五
十
年
経
て
大
木
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

透
け
る
よ
う
な
ま
あ
る
い
月
が
の
ぼ
り
来
る

師
走
の
夕
べ
の
東
の
空
に
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

駅
前
の
樹
々
の
電
飾
輝
き
て
ひ
と
み
な

急
ぐ
夜
と
な
る
街
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

擦
れ
違
ふ
人
そ
れ
ぞ
れ
に
息
白
し
　
　
　
　
　
桜
6

小
谷
　

子

船
形
の
荒
船
山
の
落
葉
踏
む
　
　

緑
1

村
岡
ト
シ
子

雨
の
中
冬
の
紅
葉
の
艶
め
け
り
　
　
　
　
　
　
里
　
　
秋
本
と
め
み

冬
田
道
す
こ
し
欠
け
た
る
塞
の
神
　
　
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子
　

寒
椿
土
塀
を
か
く
す
ほ
ど
に
伸
び
　
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

も
つ
煮
込
み
上
手
に
出
来
て
日
つ
ま
る
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

夕
方
の
さ
ざ
な
み
湖
畔
の
枯
尾
花

坂
2

栗
田
　
節
子

ぶ
ら
ん
こ
の
揺
れ
ゐ
て
園
の
静
か
な
り

本
4

高
瀬
翡
浪
子

堂
々
と
生
き
て
ゆ
く
ノ
ラ
春
を
待
つ
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

陽
だ
ま
り
に
笑
顔
解
け
合
う
女
偏
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

旅
の
宿
は
っ
き
り
書
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

酉
の
市
熊
手
に
托
す
春
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

老
妻
に
生
き
て
る
内
の
感
謝
状
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

省
く
手
間
老
い
て
熟
成
節
料
理
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

レ
ジ
の
つ
り
暗
算
で
き
て
ま
だ
た
し
か
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子
　

テ
レ
ビ
旅
伊
豆
を
皆
見
て
床
に
つ
き
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

食
中
毒
は
夏
だ
け
で
な
く
、
冬

も
多
く
発
生
し
ま
す
。
原
因
の
多

く
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の

で
す
。
蘆
感
染
防
止
の
た
め
、
食

品
は
中
心
部
ま
で
よ
く
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。
蘆
手
を
良
く
洗
い
ま
し

ょ
う
。
蘆
便
や

嘔
吐
物
の
処
理

は
素
手
で
触
ら

な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
蘆

消
毒
方
法
は
85
度
以
上
で
1
分
間

以
上
の
加
熱
、
ま
た
は
塩
素
系
漂

白
剤
が
有
効
で
す
。

問
合
せ

川
口
保
健
所
1
2
6

2
・
6
1
1
1

日
　
時

2
月
18
日
（
木
）
午
前

9
時
45
分
〜
11
時
半
（
午
前
9
時

15
分
開
場
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
ダ
ヴ
2

階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
「
お
母
さ
ん
だ
か

ら
、
さ
ぁ
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」
夢
を

描
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の
ま
わ
り

に
は
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。
あ
な
た

の
一
歩
で
ま
わ
り
も
変
わ
り
ま
す
。

講
　
師

藤
本
裕
子
氏
（
お
母
さ

ん
大
学
学
長
代
理
）

対
　
象
　
1
5
0
人
（
託
児
定
員

あ
り
・
有
料
）

費
　
用

5
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
（
主
催
）
は

と
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
E
メ
ー
ルharm

ony
_hatogaya@

yahoo.co.jp

、
ま
た

は
子
育
て
ひ
ろ
ば
ポ
ッ
ポ
　
（
気

付
）
1
2
8
7
・
4
6
1
1

市
内
郵
便
局
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
目
標
の
一
部
で
あ
る
地
球

環
境
と
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

回
収
し
た
キ
ャ
ッ
プ
を
売
却
し
、

関
係
団
体
な
ど
を
通
し
て
世
界
の

恵
ま
れ
な
い
地
域
の
子
ど
も
達
へ

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
送
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
は
捨
て
ず
に
、
お
近
く

の
郵
便
局
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
三
ツ
和
郵
便
局

1
2
8
1
・
4
6
9
3

日
　
時

2
月
18
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

中
央
公
民
館
2
階
ホ
ー
ル

内
　
容

「
み
ん
な
で
歌
っ
て
若

返
り
ま
し
ょ
う
！
」
合
唱
や
輪
唱

を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

講
　
師

毒
島
君
江
氏
（
元
鳩
ヶ

谷
市
内
中
学
校
音
楽
教
諭
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0
※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
　
時

2
月
12
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ル
ホ
ー
ム
1
階
（
辻
9
5
8
）

内
　
容

「
音
楽
の
調
べ
」
音
楽

に
よ
り
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、

脳
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

講
　
師
　
岡
崎
直
子
氏
（
ピ
ア
ノ

講
師
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

日
　
時
　
3
月
14
日
（
日
）

場
　
所
　
新
潟
県
妙

高
杉
の
原
ス
キ
ー
場

（
現
地
集
合
・
解
散
）

費
　
用
　
3
0
0
0

円
（
大
回
転
2
本
）

表
　
彰

女
子
お
よ

び
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
壮
年
ま
で
の
部

別
表
彰

申
込
み
・
問
合
せ
　
3
月
1
日

（
月
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て

市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
今
井
1

2
8
1
・
3
5
7
5
ま
で

第
8
回

認
知
症
予
防
教
室

子
育
て
講
演
会

認
知
症
予
防
教
室

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収

に
ご
協
力
を

体
育
協
会
杯

市
民
ス
キ
ー
大
会

冬
の
食
中
毒
に
ご
用
心



場
　
所

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
室

費
　
用

1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
1
2
8
5
・
8
1

7
1

日
　
時
　
2
月
25
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
4
時（
午
後
1
時
開
場
）

場
　
所

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

申
込
み

2
月
3
日
（
水
）
〜
19

日
（
金
）
に
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
先
着
順
に
受
付
。

定
　
員

1
0
0
0
人

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

日
　
時

3
月
6
日
（
土
）
午
前

9
時
半
、「
ほ
っ
と
す
て
ー
し
ょ

ん
」
集
合

場
　
所

栃
木

県
足
利
市
「
コ

コ
・
フ
ァ
ー

ム
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

内
　
容
　
知
的
障
害
者
更
正
施
設

「
こ
こ
ろ
み
学
園
」
の
園
生
が
作

る
ワ
イ
ン
の
醸
造
場
見
学
と
参
加

者
の
交
流

対
　
象
　
障
害
者
の
家
族
・
福
祉

関
係
者
・
関
心
の
あ
る
方

費
　
用
　
大
人
2
0
0
0
円
、
こ

ど
も
1
0
0
0
円
（
バ
ス
代
。
食

費
は
実
費
）

申
込
み

2
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で

問
合
せ

お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
と

ぽ
っ
ぽ
代
表
・
高
橋
1
2
8
4
・

5
8
0
3
（
ほ
っ
と
す
て
ー
し
ょ

ん
内
）

県
が
実
施
す
る
、
川
の
再
生
事

業
モ
デ
ル
5
箇
所
が
完
成
し
ま
し

た
。
川
口
・
鳩
ヶ
谷
の
市
境
を
流

れ
る
芝
川
の
現
場
見
学
会
も
開
催
。

ま
た
来
場
者
先
着
5
0
0
人
に
苗

木
な
ど
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

日
　
時

2
月
16
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
1
時

場
　
所

川
口
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場

問
合
せ

県
水
辺
再
生
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
5
1
1
2

4
月
1
日
か
ら
、
県
内
の
福
祉
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
を
再
編
し
ま
す
。

現
在
、
北
足
立
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
福
祉

業
務
は
、
東
部
中
央
福
祉
事
務
所

（
春
日
部
市
）
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ

北
足
立
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
1
0
4
8
・
5
4
1
・

0
2
9
0

日
　
時

2
月
13
日
（
土
）
午
後

1
時
〜
4
時
半

場
　
所

川
口
駅
前
市
民
ホ
ー
ル

「
フ
レ
ン
デ
ィ
ア
」

対
　
象

講
演
「
支
え
あ
う
家
族

の
力
と
回
復
の
喜
び
」
ほ
か

講
　
師

水
澤
都
加
佐
氏
（
横
浜

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
所
長
）

問
合
せ

埼
玉
ダ
ル
ク
1
0
4

8
・
8
2
3
・
3
4
6
0

問
合
せ

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合
1
0
4
8
・
6
6

4
・
6
6
8
1

日
　
時

2
月
19
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時（
受
付
は
正
午
か
ら
）

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象

参
加
企
業
＝
約
30
社
、

参
加
学
生
＝
22
年
3
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

方
（
1
〜
3
年
以
内
の
既
卒
者
参

加
可
）、
履
歴
書
持
参
、
予
約
不

要
、
入
退
場
自
由
。
求
人
企
業
情

報
を
来
場
者
全
員
に
配
布
。

日
　
時

2
月
19
日
（
金
）
午
後

6
時
半
か
ら
（
午
後
6
時
開
場
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

出
演
者

桂
南
喬
、川
柳
つ
く
し
、

柳
家
小
き
ん
、
古
今
亭
大
五
朗
、

古
今
亭
朝
太
、
春
風
亭
朝
呂
久

費
　
用

2
0
0
0
円
（
前
売

り
）、
2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

2
月
21
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

11
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新
年
早
々
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
だ
。

健
康
教
育
や
食
育
教
育
に
熱
心

に
取
組
ん
で
い
る
辻
小
学
校
が
、
今

年
度
の
健
康
教
育
推
進
学
校
と
し

て
全
国
で
最
優
秀
校
に
選
ば
れ
た
。

7
日
本
学
校
保
健
会
に
よ
り
、

学
校
に
お
け
る
「
健
康
」
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
学

校
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
最
優
秀

校
の
取
組
み
は
「
21
世
紀
・
新
し

い
時
代
の
健
康
教
育
推
進
学
校
実

践
集
」
に
ま
と
め
ら
れ
全
国
で
紹

介
さ
れ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
15
年
度
に
鳩

ヶ
谷
小
学
校
が
優
秀
校
と
な
っ
て

い
る
が
、
最
優
秀
校
の
表
彰
は
初

め
て
で
、
ま
さ
に
快
挙
で
あ
る
。

辻
小
学
校
で
は
健
康
教
育
の
目

標
や
目
的
を
明
確
に
し
て
、
食

育
・
運
動
・
生
活
習
慣
の
3
分
野

に
わ
た
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
し
っ
か
り
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
改
め
て
、
学
校
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
児
童
・
保
護
者
の

方
々
、
地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
だ
。

さ
て
、
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で

あ
る
。
生
命
あ
る
宝
が
輝
き
を
増

す
た
め
に
は
、
本
人
の
努
力
も
必

要
だ
が
、
宝
た
ら
し
め
る
環
境
づ

く
り
も
大
切
だ
。

今
、
子
ど
も
達
は
大
変
厳
し
い

環
境
の
下
に
い
る
。
学
力
や
体
力

の
無
さ
を
指
摘
さ
れ
、
生
き
る
力

の
薄
さ
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

全
国
最
優
秀
校
に

私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
社
会
の

中
に
子
ど
も
を
見
る
「
ゆ
と
り
や

余
裕
」
が
あ
っ
た
と
思
う
。
勉
強

も
多
少
は
し
た
が
、
学
校
か
ら
帰

る
と
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
。
ル

ー
ル
か
ら
外
れ
、
よ
く
廊
下
に
立

た
さ
れ
た
が
、
子
ど
も
を
暖
か
く

見
守
り
、
成
長
さ
せ
る
大
人
の
眼

差
し
に
は
随
分
救
わ
れ
た
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
身
近
に

い
る
大
人
の
考
え
方
や
行
動
が
手

本
と
な
る
。
人
生
の
目
標
を
し
っ

か
り
持
ち
、
努
力
す
る
姿
を
見
せ

て
こ
そ
、
子
ど
も
は
成
長
す
る
。

本
市
は
小
中
学
校
に
栄
養
士
を

配
置
し
、
心
と
身
体
の
基
本
と
な

る
健
康
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
お

り
、
栄
養
教
諭
が
い
る
辻
小
学
校

は
い
わ
ば
モ
デ
ル
校
で
あ
る
。

今
後
も
信
念
を
持
っ
て
教
育
委

員
会
や
学
校
と
一
緒
に
全
力
で
取

組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

川
の
再
生
モ
デ
ル

5
箇
所
合
同
完
成
式

第
35
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

将
棋
大
会

県
市
町
村
職
員
採
用

情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

求
人
企
業
合
同
面
接
会

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物

家
族
フ
ォ
ー
ラ
ム

コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
見
学

県
福
祉
事
務
所
の

設
置


